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２００４年３月期連結決算概要
単位：億円

０３年３月期 ０４年３月期
上期 下期 計 上期 下期 計

売 上 高 4,985 5,345 10,330 5,343 5,542 10,885 +555 (+5.4%)

売 上 原 価 3,936 4,209 8,145 4,199 4,310 8,509 +364 (+4.5%)

売 上 総 利 益 1,049 1,135 2,185 1,145 1,231 2,376 +191 (+8.8%)

（ 売 上 高 総 利 益 率 ） 21.1% 21.2% 21.1% 21.4% 22.2% 21.8% +0.7 ポイント

販 売 費 及 び
一 般 管 理 費 923 931 1,854 897 911 1,808 -46 (-2.5%)

（売上高販管費比率） 18.5% 17.4% 18.0% 16.8% 16.4% 16.6% -1.3 ポイント

営 業 利 益 127 204 330 247 321 568 +237 (+71.9%)

（売上高営業利益率） 2.5% 3.8% 3.2% 4.6% 5.8% 5.2% +2.0 ポイント

営 業 外 収 支 ▲ 48 ▲ 45 ▲ 93 ▲ 18 ▲ 34 ▲ 52 +41 ( - )

経 常 利 益 79 159 237 230 286 516 +279 (+117.3%)

特 別 損 益 17 ▲ 30 ▲ 13 ▲ 12 ▲ 55 ▲ 67 -55 ( - )

当期（中間）純利益 13 45 58 109 100 209 +151 (+261.1%)

 
通期増減
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売上高・営業利益の推移
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総資産・Ｄ／Ｅレシオ、ＲＯＡ・ＲＯＥ
ＲＯＡ＝営業利益／総資産
ＲＯＥ＝当期純利益／株主資本
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事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ別売上高・営業利益

０３年３
月期
０４年３
月期

０３年３
月期
０４年３
月期

特記事項

繊維 4,183 4,248 +64 (+1.5%) 104 184 +80 (+77.0%)

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･
ｹﾐｶﾙ

2,419 2,581 +162 (+6.7%) 60 97 +37 (+60.7%)

情報・通信
機材

1,477 1,745 +268 (+18.1%) 93 173 +80 (+86.3%)

住宅・ｴﾝｼﾞ
ﾆｱﾘﾝｸﾞ

1,188 1,201 +14 (+1.1%) 8 17 +8 (+100.4%)

医薬・医療 476 479 +2 (+0.5%) 28 35 +8 (+27.4%)

新事業
その他

587 631 +45 (+7.6%) 35 59 +24 (+69.1%)

計 10,330 10,885 +555 (+5.4%) 328 564 +237 (+72.2%)

消去又は全社 3 3 +1

連結 10,330 10,885 +555 (+5.4%) 330 568 +237 (+71.9%)

売上高 営業利益

増減　　　（％） 増減　　　（％）

億円

国内は、先端材料の拡大等、高採算品種へのシフト、　
ＮＶＣの拡大、価格転嫁の推進、体質強化の徹底等によ
り増収増益。海外は、アジア各社が堅調に推移した一方
欧州景気低迷の影響を受け人工皮革子会社が減益。

樹脂事業は、自動車・電機用途の需要が堅調に推移。
フィルム事業は、国内の工業・包装材料用途が堅調に
推移。海外は、欧米フィルム子会社が事業構造転換を
進め、ＴＰＡが黒字化するなど大幅増益。

モバイル機器・デジタル家電向けに、フィルム・樹脂、電子
材料、液晶カラーフィルター等の拡販を進め増収増益。　
液晶カラーフィルター事業は黒字化すると共に、子会社の
スリットコーター事業も第４四半期から本格化。

建設子会社のマンション販売が好調に推移するなど増収
増益。

医薬事業は競合激化により販売数量が減少したが、医
療材事業で、子会社が人工腎臓を拡販するとともに、体
質強化を進め、増収増益。

炭素繊維複合材料事業は、産業用途、スポーツ用途の
拡販と値戻しにより増収増益。サービス関連子会社も
調査分析子会社が増収増益となった他、低採算事業の
収益改善等もあり増益。
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事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ別売上高・営業利益推移
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東レ・国内・海外別売上高・営業利益
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２００５年３月期業績見通し
億円

04年3月期 05年3月期
上期 5,343 5,500 +157 (+2.9%)
下期 5,542 6,000 +458 (+8.3%)
通期 10,885 11,500 +615 (+5.6%)
上期 247 290 +43 (+17.3%)
下期 321 450 +129 (+40.4%)
通期 568 740 +172 (+30.3%)
上期 230 290 +60 (+26.2%)
下期 286 450 +164 (+57.2%)
通期 516 740 +224 (+43.4%)
上期 109 150 +41 (+37.0%)
下期 100 230 +130 (+130.9%)
通期 209 380 +171 (+81.7%)

上期 ７．８１円 １０．７１円

下期 ７．０６円 １６．４１円

通期 １４．８７円 ２７．１２円

上期 ２．５円 ３．５円

下期 ３．０円 ３．５円

通期 ５．５円 ７．０円

１株当たり
配当金

当期純利益

１株当たり
当期純利益

増減

売上高

営業利益

経常利益



11

業績見通しの前提

１．為替レートの前提
　　１０５円／ＵＳ＄　　０．８３Ｅｕｒｏ／ＵＳ＄

２．原料価格の前提
　　原油ならびに主要な粗原料価格は、０４年４～６月をピークとして、その後若干低下する　
　　が、通期では前期比では高止まりで推移すると見込む。

１．為替レートの前提
　　１０５円／ＵＳ＄　　０．８３Ｅｕｒｏ／ＵＳ＄

２．原料価格の前提
　　原油ならびに主要な粗原料価格は、０４年４～６月をピークとして、その後若干低下する　
　　が、通期では前期比では高止まりで推移すると見込む。
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事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ別売上高・営業利益見通し

０４年
３月期

０５年
３月期

０４年
３月期
０５年
３月期

上期 2,134 2,140 +6 (+0.3%) 94 95 +1 (+0.8%)

下期 2,114 2,230 +116 (+5.5%) 89 130 +41 (+45.3%)

通期 4,248 4,370 +122 (+2.9%) 184 225 +41 (+22.5%)
上期 1,290 1,300 +10 (+0.8%) 45 45 0 (-0.8%)

下期 1,291 1,300 +9 (+0.7%) 51 70 +19 (+36.2%)

通期 2,581 2,600 +19 (+0.7%) 97 115 +18 (+18.9%)
上期 818 970 +152 (+18.6%) 67 110 +43 (+64.2%)

下期 928 1,030 +102 (+11.0%) 106 140 +34 (+31.7%)

通期 1,745 2,000 +255 (+14.6%) 173 250 +77 (+44.3%)
上期 543 530 -13 (-2.3%) 3 0 -3 (-100.0%)

下期 659 810 +151 (+23.0%) 14 30 +16 (+119.8%)

通期 1,201 1,340 +139 (+11.6%) 17 30 +13 (+77.0%)
上期 220 220 0 (0.0%) 7 5 -2 (-28.0%)

下期 259 260 +1 (+0.5%) 28 35 +7 (+24.3%)

通期 479 480 +1 (+0.3%) 35 40 +5 (+14.0%)
上期 339 340 +1 (+0.2%) 27 35 +8 (+29.7%)

下期 292 370 +78 (+26.7%) 32 45 +13 (+42.0%)

通期 631 710 +79 (+12.5%) 59 80 +21 (+36.3%)
上期 5,343 5,500 +157 (+2.9%) 247 290 +43 (+17.3%)

下期 5,542 6,000 +458 (+8.3%) 321 450 +129 (+40.4%)

通期 10,885 11,500 +615 (+5.6%) 568 740 +172 (+30.3%)

住宅・ｴﾝｼﾞ
ﾆｱﾘﾝｸﾞ

医薬・医療

新事業その
他

連結

繊維

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｹﾐ
ｶﾙ

情報・通信
機材

売上高 営業利益
特記事項

増減　　　（％） 増減　　　（％）

億円

国内需要の基調に変化はないが、品種別採算管理の更なる徹
底による粗赤販売の削減、ＮＶＣ*の拡大、価格転嫁の推進等に
より増収増益。海外は、成長の続く中国・東南アジアで増収増益
を計画するが、欧州人工皮革子会社の回復は来期以降。

樹脂事業は、価格転嫁を進めると共に、新製品・新規アイテム
の投入により増収増益を計画する。フィルム事業は、国内にお
いて高付加価値品にシフトするとともに、グローバルオペレーシ
ョンによる利益極大化を図る。欧米では、ＴＰＡの黒字幅拡大、　
ＴＰＥＵの黒字化等増益を見込む。

需要旺盛なモバイル機器、デジタル家電向け素材・部材の拡販
を進め、増収増益を図る。特にＰＥＴフィルムＩＴ関連先端材料の
拡販を中心に増収増益を図る。また、回路材料、液晶ｶﾗｰﾌｨﾙﾀ
ｰ、ＩＴ関連機器等の拡販を図る。

建設・住宅分野は競争激化が継続するが、高採算ビジネスへ
のシフト、体質強化等により増収増益を図る。水処理事業は、
ＲＯ事業で引き続き内外で拡販を目指すと共に、システム・プ
ラント事業では次期大型案件の受注活動に努める。

薬価・償還価格引き下げにより価格ダウンを見込むが、医薬事
業では差別化施策などによりシェアアップを図る。また、医療材
では、人工腎臓をはじめとした拡販と体質強化により、全体では
増益を計画する。

炭素繊維複合材料事業は、炭素繊維の需給バランスが改善す
る中、産業用途、航空機用途拡販、コンポジットの拡大および一
層の値戻しにより増収増益を図る。サービス関連子会社は、引
き続き体質強化と事業構造転換を進める。

*NVC: New Value Creator
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““プロジェクトＮＴプロジェクトＮＴ2121””のﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟのﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
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“プロジェクト Ｎｅｗ TORAY２１”

＜改革プロジェクト＞

1. 営業改革

2. トータルコスト競争力強化

3. グローバル生産改革

4. 事業構造改革　　　　　　　　
（赤字事業・赤字会社の削減・黒字化）

5. 財務体質強化

6. 研究改革

7. 賃金制度・年金制度改革

抜本的体質強化の推進抜本的体質強化の推進

“New Value Creator”
の推進（新素材・新商品の開発、

新商流の開拓）

“New Value Creator”
の推進（新素材・新商品の開発、

新商流の開拓）

「先端材料」の拡大　
（成長３領域の事業拡大）

「先端材料」の拡大　
（成長３領域の事業拡大）

研究・技術開発機能の　
更なる強化

（自前主義からの脱却・技術融合）

研究・技術開発機能の　
更なる強化

（自前主義からの脱却・技術融合）

直近の課題・改革 中期の課題・改革

海外事業の収益拡大
（中国・アセアンを中心に）

海外事業の収益拡大
（中国・アセアンを中心に）

特許・ブランドなどの知的
財産の戦略的展開
（“TOREX”の展開など）

特許・ブランドなどの知的
財産の戦略的展開
（“TOREX”の展開など）

07年/3月02年/4月　　　　　　　　　　　　 04年/3月 2010年近傍

長期の展望

売上高:

1兆5,000億円

営業利益:

1,200億円

ROA:約8%

ROE:約10%

高収益事業構造
への転換

売上高:

1兆5,000億円

営業利益:

1,200億円

ROA:約8%

ROE:約10%

高収益事業構造
への転換200５年/３月期：

　　　連結営業利益500億円以上　　　　
　２１世紀型“New Value 

Creator”への業態転換
目
標
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ＮＴ２１数値目標のﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

ＮＴ２１で示した数値目標を１年前倒しで達成。ＮＴ２１で示した数値目標を１年前倒しで達成。

営業利益の改善
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02/3月末 03/3月末 04/3月末 05/3月末

有利子負債の削減

実績　　　　　　　　
　　“ＮＴ２１”計画値　

億円
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黒字事業・赤字事業の推移

（１）黒字事業の収益の拡大　　　　（２）赤字事業の削減・黒字化（１）黒字事業の収益の拡大　　　　（２）赤字事業の削減・黒字化
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-300

-100

100

300

500

700

900

1,100

1,300

1,500

98/3月期 99/3月期 00/3月期 01/3月期 02/3月期 03/3月期 04/3月期 05/3月期

億円

-500

-300

-100

100

300

500

700

900

1100

1300

1500
黒字額

赤字額

営業利益

（見通し）

億円

東レ本体の管理ベース利益及び、連結子会社の経常利益の単純合計
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ＮT２１における７つのプロジェクト

03年4月より、管理・専門職の賃金について、個人の業績・成果を反映する変動部分を
大幅に拡大。組合員層についても同様の方針で04年４月より改訂した。

先端融合研究所、ＴＦＲＣ（中国）の設立

共同研究、委託研究などでの社外連携の推進（１５０件）、国家プロジェクトへの参画
（２８件）、大学や公的研究機関との連携を深めるためのオープンラボの設置

　　　　　　 <02/3>　　　<03/3>　 　 <04/3> 　　 <05/3>　　　　（億円）

当初計画　　　　 　 5,600　　　　 5,300　　　 5,000

実績　　　　5,853　 → 5,461　 　→　4,945　　　　

<赤字事業・会社の黒字化>０２／３月期→０４／３月期　赤字約300億円削減

<関係会社の戦略的整理・統合>２３社について決定済み

<戦略的Ｍ＆Ａ、アライアンス>デュポンからフッ素繊維事業買収、水道機工への出資、
ＲＯＰＵＲの子会社化、BASFとのPBT樹脂合弁、三星Ｇとの液晶関連材料の供給契約

＜繊維＞岡崎ﾅｲﾛﾝﾀｲﾔｺｰﾄﾞ用原糸設備のｴｱﾊﾞｯｸﾞﾞ用改造。TTS社ﾅｲﾛﾝｴｱﾊﾞｯｸﾞ用原
糸生産設備設置、など。

＜ﾌｨﾙﾑ＞中国YTP社での増設、ＨＶ用途の減少に対応したTPA, TPEuの包工材展開、
など。

＜ＴＣプロジェクトによる総費用削減効果＞

　　０３／３月期　　　　０４／３月期 　　０５／３月期（目標）

　　　１４０億円　　 　　　１２３億円　　　　　６０億円

＜意識改革の推進＞

＜“NVC”による利益拡大＞
　　　　　　　　 ０３／３月期　０４／３月期 　０５／３月期（目標）

売上高　　　　３３６億円　　　７００億円　　　１，１００億円

成果

○

◎

◎

○

○

◎

○

評価

研究改革

賃金制度・年金制度改革

財務体質強化

（ＦＫプロジェクト）

事業構造改革

（ＣＳプロジェクト）

グローバル生産改革

（ＧＲプロジェクト）

トータルコスト競争力強化

（ＴＣプロジェクト）

営業改革

プロジェクト

◎：計画以上の進捗、○：計画通り進捗
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中期経営課題　　　　　　　　　中期経営課題　　　　　　　　　
““プロジェクトＮＴプロジェクトＮＴ-ⅡⅡ””の概要の概要
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ＮT-Ⅱの基本思想

ＮＴ21は、「危機意識の共有化をベースにした抜本的体質
強化による収益の早期改善」を基本思想とした改革。
（体質強化・守りの経営）

ＮＴ21は、「危機意識の共有化をベースにした抜本的体質
強化による収益の早期改善」を基本思想とした改革。
（体質強化・守りの経営）

体質強化による収益力の改善をベースとして、
新たな飛躍に向けて中期の課題・改革に本格的

に取り組む素地ができた。

ＮＴ-Ⅱは、「恒常的な企業体質強化と更なる事業構造改革に
よる高収益企業グループへの飛躍」を基本思想とした改革。
（攻めの経営）

ＮＴＮＴ--ⅡⅡは、「恒常的な企業体質強化と更なる事業構造改革に
よる高収益企業グループへの飛躍」を基本思想とした改革。
（攻め攻めの経営）
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ＮT-Ⅱの数値目標

717 719
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1,000
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97/3 98/3 99/3 00/3 01/3 02/3 03/3 04/3 05/3

（億円）

“プロジェクトＮＴ２１”

実績　　　　　　　　

　　“ＮＴ－Ⅱ”目標値　　

早期に達成

（見通し）

“プロジェクトＮＴ-Ⅱ”

営業利益の推移

営業利益１０００億円営業利益１０００億円
達成時の主要財務達成時の主要財務
指標イメージ指標イメージ

売上高営業利益率
約８％

ＲＯＡ：　約７％

ＲＯＥ：　約１０％

Ｄ／Ｅレシオ：１．０以下
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ＮT-Ⅱの主要課題
経営課題経営課題

５．先端材料事業の拡大

６．ナンバーOne事業の

　 　拡大・強化

７．海外事業の拡大

“攻め攻め”の

経営課題

“守り”と

“攻め攻め”の

経営課題

“守り”の　

経営課題

４．事業構造改革
事業構造
改革によ
る事業拡
大・収益
拡大

１．意識改革　

　　－活性化、ＣＳＲの推進－

２．体質強化　

　　－国際競争力の強化－

３．経営形態の改革

意識改革・

企業体質
強化

守りの経営を維持しな
がら攻め攻めの経営を推進

連結営業利益1,000億円
の早期達成

連結営業利益1,000億円
の早期達成

グローバルな高収益企業
グループへの飛躍

グローバルな高収益企業グローバルな高収益企業
グループへの飛躍グループへの飛躍
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ＮＴ－Ⅱの８つの展開プロジェクト

①アセアン－事業構造改革、新規事業展開による収益拡大
②中国－黒字定着、新規事業の積極的推進
③韓国－ＩＴ関連材料、先端材料の拡大
④欧米－事業構造改革、先端材料拡大による収益向上

（８）海外事業の拡大
　　（ＫＰプロジェクト）

①ナンバーＯｎｅ事業拡大戦略の推進　②ナンバーＯｎｅ事業への経営資源の傾
斜投入　③社員の意識高揚（自信、プライドの喚起）とナンバーＯｎｅ事業の力を
活かした事業戦略強化

（７）ナンバーＯｎｅ、オンリーＯｎｅ、

　　 ファーストＯｎｅ事業拡大

　　（ナンバーＯｎｅプロジェクト）

①新規先端材料の早期事業化　②研究開発機能の強化（ＴＦＲＣなどの拡充等）
③既存先端材料の拡大　④知的財産力の強化

（６）先端材料事業拡大
　　（ＳＺプロジェクト）

①粗利赤品種の撲滅　②粗利率５％以上／３年間の改善
③売上高営業費比率の維持・低減

（５）品種別利益改善

　　（ＨＫプロジェクト）

事業構造

改革による

事業拡大・

収益拡大

①営業の意識改革　②営業指標の目標管理　③New Value Creatorの推進
④ＩＴ武装化　⑤ワンストップトータルサービス機能拡大　⑥グローバルオペレー
ションの更なる強化　⑦ＺＨ（在庫半減）プロジェクト

（４）営業改革
　　（営業改革プロジェクト）

　

（３）財務体質強化

　 （ＦＫ－Ⅱプロジェクト）

（２） トータルコスト競争力（～０５／３）
　　　（ＴＣプロジェクト）
　　　自助努力改善（０５／４～）
　　　（ＪＤプロジェクト）　

（１）活性化

（ＡＣＴプロジェクト）

プロジェクト

①先端材料事業への投資拡大と財務体質強化の両立
②D/Eレシオ１．０以下の早期達成

①TC-3の確実な実行　（削減目標：６０億円）
②０５年度以降は自助努力改善（ＪＤプロジェクト）として展開

①コミュニケーション・情報共有化の強化　②コーポレートアントレプレナーシップ
の社風喚起　③年金制度の改革　④若手優秀人材の抜擢　⑤女性が活躍でき
る企業文化の確立

取り組むべきテーマ

意識改革 ・

企業体質

強化

経営課題
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品種別利益改善ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

売上高総利益率と売上高営業費比率の推移

12%

14%

16%

18%

20%

22%

24%

26%

28%

90/ 3 9 1 / 3 9 2 / 3 9 3 / 3 9 4 / 3 9 5 / 3 9 6 / 3 9 7 / 3 9 8 / 3 9 9 / 3 0 0 / 3 0 1 / 3 0 2 / 3 0 3 / 3 0 4 / 3 0 5 / 3

「粗利赤字品種の撲滅」と共に、04/3月期を基準に、「売上高総利益率を３年間で５ﾎﾟｲﾝﾄ以上改
善」，「売上高営業費比率を維持・低減」することを目標に、品種別利益改善運動を推進する。

「粗利赤字品種の撲滅」と共に、04/3月期を基準に、「売上高総利益率を３年間で５ﾎﾟｲﾝﾄ以上改
善」，「売上高営業費比率を維持・低減」することを目標に、品種別利益改善運動を推進する。

３年
で５
ポイ
ント
以上
改善

04/3の水準を
維持・低減

02/3 04/3

粗利赤 粗利赤

粗利赤
撲滅へ

繊維事業における品種別利益改善の推進事例繊維事業における品種別利益改善の推進事例

売上高総利益率

売上高営業費比率

粗利率　 <-20%　　　　　　　0%　　　　　　　>20%

07/3

<-20%　　　　　　　0%　　　　　　　>20% <-20%　　　　　　　　0%　　　　　　　>20%

粗利赤
粗利額
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先端材料事業拡大ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

•　経営資源の傾斜的配分（設備投資額：単体の６０％、連結の５０％）
•　ＩＴ関連材料の早期拡大（フィルム・電子材料）　・　複合材料事業の収益拡大
•　環境関連事業の早期拡大 　・　新規先端材料の早期事業化

•　経営資源の傾斜的配分（設備投資額：単体の６０％、連結の５０％）
•　ＩＴ関連材料の早期拡大（フィルム・電子材料）　・　複合材料事業の収益拡大
•　環境関連事業の早期拡大 　・　新規先端材料の早期事業化
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（見通し）
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550
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先端材料の具体例

環境・安全・アメニティ
炭素繊維部材（航空機・自動車部材、大型構造体、高欄、

ＣＮＧタンク等）、

分離膜 / システム、廃水処理システム、焼却炉、
安全関連素材・製品（エアバッグ、シートベルト等）、

生分解ポリマー（繊維・樹脂・ﾌｨﾙﾑ）、

環境関連繊維・ﾌｨﾙﾑ

<連結セグメント>
•新事業その他 (炭素繊維複合材料)
•住宅・エンジニアリング (水処理)
•繊維、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・ｹﾐｶﾙ
(自動車用途、環境関連用途)

ライフサイエンス
医薬: 天然型インターフェロンβ製剤「フエロン」、
　　　　プロスタサイクリン誘導剤 「ドルナー」

医療材: 人工腎臓「フィルトライザー」「トレスルホン」、
　　　　　敗血症治療用血液浄化器 「トレミキシン」

ファインケミカル: 医・農薬中間体
ニューバイオ製品、ヘルスケア、ナイスエージング製品等

<連結セグメント＞
•医薬・医療
•ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・ｹﾐｶﾙ（ﾌｧｲﾝｹﾐｶﾙ）

情報・通信
回路・半導体材料:回路材料、電子部品・コンデンサー用フィ

　　　　　ルム、離型フィルム、電子部品用樹脂、
　　　　　半導体関連材料、半導体実装機器、　
　　　　　エレクトロケミカル製品等

ディスプレイ材料: 光学用ＰＥＴフィルム、液晶カラーフィル
　　　　　ター、液晶カラーフィルター関連機器・　

　　　　　材料、ＰＤＰ材料、有機ＥＬ材料等
記録材料:データ記録用フィルム、印写材料等
ソフト・その他：ＣＡＤソフト、システム開発等

<連結セグメント＞
•情報・通信機材
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ナンバーＯｎｅ事業拡大ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

東レグループには、約３０の世界ナンバーＯｎｅ事業があり、売上高は約２，８００億円と、連結売上高全体の
約１／４強を占めている。売上高営業利益率は１３％と高収益を上げており、連結営業利益の約２／３を生み
出している。
当社グループの強みを生かして展開しているこれらの事業をさらに拡大・強化し、収益拡大を達成する。

東レグループには、約３０の世界ナンバーＯｎｅ事業があり、売上高は約２，８００億円と、連結売上高全体の
約１／４強を占めている。売上高営業利益率は１３％と高収益を上げており、連結営業利益の約２／３を生み
出している。
当社グループの強みを生かして展開しているこれらの事業をさらに拡大・強化し、収益拡大を達成する。

０４／３月期推定 ０４／３月期推定

世界ｼｪｱ 世界ｼｪｱ

繊　　維 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ綿混織物 30% ケミカル ＤＭＳＯ 44%
裏地用タフタ　 21% 複材 炭素繊維複合材料 37%
スエード調人工皮革 32% 医薬・医療 敗血症治療用血液浄化器 100%
漁網用ナイロン長繊維 21% 電情材 フィルムキャリアテープ 81%
フッ素繊維 39% 感光性樹脂凸版 37%
縫糸用ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ短繊維 28% 液晶材 LCDｽﾋﾟﾝﾚｽｺｰﾀｰ(G5ｻｲｽﾞ～) 75%
ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ・ﾚｰﾖﾝ混織物 12% ＴＥＫ 液晶ﾊﾟﾈﾙﾁｯﾌﾟ実装装置 40%

プラスチック ＰＥＴフィルム 19% 液晶ﾊﾟﾈﾙ二次元ｺｰﾄﾞﾏｰｷﾝｸﾞ装置 70%

ｺﾝﾃﾞﾝｻ用ＯＰＰフィルム 14% その他 １１事業

パラ系アラミドフィルム 90% ０４／３月期業績
ＰＰＳフィルム 100% 　売上高　 　 2,822億円
ﾌﾟﾛﾃｸﾄ用ＰＥ系フィルム 43% 　営業利益　　  375億円

事　　業　　名

合計
（３１事業）

事業名

ナンバーOne事業

2,659 2,822
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０３／３月期 ０４／３月期 ０５／３月期 早期に達成

億円 世界ナンバーＯｎｅ事業の売上高

（見通し）
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海外事業の拡大ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（１）

ｱｾｱﾝ：事業構造改革、新規事業展開による収益拡大　

中国：黒字定着、新規事業の積極的推進　　　　韓国：ＩＴ関連材料、先端材料の拡大

欧米：事業構造改革、先端材料拡大による収益拡大

ｱｾｱﾝ：事業構造改革、新規事業展開による収益拡大　

中国：黒字定着、新規事業の積極的推進　　　　韓国：ＩＴ関連材料、先端材料の拡大

欧米：事業構造改革、先端材料拡大による収益拡大

（見通し）
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2,960 3,024
3,100

3,900

＊為替ﾚｰﾄ：04/3実績 116円/ﾄﾞﾙ、05/3見通し 105円/ﾄﾞﾙ
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海外事業の拡大ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（２）

ＴＰＡは包装・工業材料の付加価値品の拡販。

ＣＦＡ、ＴＣＡは航空機用途を中心に増設・増販へ。

米
国

ＳＯＦＩＣＡＲは増設による増販。

Ａｌｃａｎｔａｒａ、ＴＴＥＬ、ＴＰＥｕは収益改善を継続推進。

欧
州

事業拡大の戦略
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営業利益（欧米）外部売上高（欧米）

為替換算差に
よる減収

マレーシア：樹脂・フィルム事業は、汎用品種の競争
力強化と高付加価値品へｼﾌﾄを図る。ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ綿混
織物事業は、HQとして高付加価値型へｼﾌﾄ。

タイ：産業用繊維・樹脂事業は、自動車用途を戦略
領域と位置付け、経営資源を集中。

ＴＳＩは０４年にﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｽﾊﾟﾝﾎﾞﾝﾄﾞを増設、電材事
業を本格化。ＳＴＥＭＣＯは０４年にＴＡＢ加工設備を
増強。０５年には、新工場を立ち上げる。

韓
国

ＴＳＤは５００万ｍ／月から７５０万ｍ／月に増設。
ＴＦＮＬはﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ長繊維の特品化を進めつつ、ﾅｲﾛ
ﾝ長繊維事業を立ち上げ、収益改善を図る。

中
国

インドネシア：新素材・新商品の開発・拡大と高付加
価値品へのｼﾌﾄ。「手の内にある改善」により収益体
質を確立。

ア
セ
ア
ン
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＊為替ﾚｰﾄ：
　　04/3実績 116円/ﾄﾞﾙ、05/3見通し 105円/ﾄﾞﾙ
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“New Value Creator”の推進

２１世紀型の新しい事業形態：
“New Value Creator” の推進

「もの」＋「新しいサービス」、
「新しい生産流通の仕組み」
等の知恵、ノウハウ

新たなビジネス
モデルの構築

新素材・新商品の開発、新商流の開拓

顧　客
　　　
消 費者

新しい価値
の提供
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財務体質強化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

•　設備投資計画：０５／３月期～０７／３月期までの３年間で累計２，５００億円前後
•　先端材料事業への投資拡大と財務体質強化の両立
•　Ｄ／Ｅレシオ１．０以下の早期達成（０４／３月末は１．１９）

•　設備投資計画：０５／３月期～０７／３月期までの３年間で累計２，５００億円前後
•　先端材料事業への投資拡大と財務体質強化の両立
•　Ｄ／Ｅレシオ１．０以下の早期達成（０４／３月末は１．１９）

3,904 4 ,142

5 ,461 4 ,945

3 ,645 3 ,866

約4 ,400

4 ,600

以下

約4,000

1 .40

1 .19
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０３／３月期 ０４／３月期 ０５／３月期 早期に達成

0.80
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1.60

その他の負債、少数株主持分

有利子負債

株主資本

Ｄ／Ｅレシオ

億円

13,010

（見通し）

12,953 約13,000
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“TOREX”ブランドの戦略的展開

新たに “ＴＯＲＥＸ”を高品質・高品位、技術優位性、先端材料を象徴するプレステージ・
ブランドとして設定し、グローバルなブランド戦略を開始した。

新たに “ＴＯＲＥＸ”を高品質・高品位、技術優位性、先端材料を象徴するプレステージ・
ブランドとして設定し、グローバルなブランド戦略を開始した。

（１）ロゴマークとブランドメッセージ

ブランドメッセージ　：
Tomorrow’s Excellence

（２）中国及び日本での展開例　

＜中国での広告掲載例＞　

中国中国

「東麗特絲：東レの特別な
繊維｣として、付加価値テ
キスタイルを中心にブラン
ドを訴求

　＜日本のＴＶｺﾏｰｼｬﾙ例＞

　＜素材表示製品ラベル例＞

日本日本

“エクセーヌ”、“エントラント”、
“フィールドセンサー”、　　　
“シルック”、“キュープ”を中心
にブランドを訴求
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営業利益増加要因分析

ＮＴ－Ⅱでは、体質強化中心の利益改善から、先端材料事業、ﾅﾝﾊﾞｰOne事業、海
外事業の拡大や“Ｎｅｗ Ｖａｌｕｅ Ｃｒｅａｔｏｒ”の推進などによる利益拡大にシフトする。

ＮＴ－Ⅱでは、体質強化中心の利益改善から、先端材料事業、ﾅﾝﾊﾞｰOne事業、海
外事業の拡大や“Ｎｅｗ Ｖａｌｕｅ Ｃｒｅａｔｏｒ”の推進などによる利益拡大にシフトする。
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188
330

（見通し）

568

740

1,000

•　先端材料、ＮＶＣ他　 ＋１２５
•　ＴＣ－１　　　　　　　　　＋１４０
•　販売価格ｱｯﾌﾟ、
　 原料価格ｱｯﾌﾟ等　　 －１２３
合計　　　　　　　　　　　 ＋１４２

億円

•　先端材料、ＮＶＣ他　 ＋１８１
•　ＴＣ－２　　　　　　　　　＋１２３
•　販売価格ｱｯﾌﾟ、
　 原料価格ｱｯﾌﾟ等　　 －　６６
合計　　　　　　　　　　　 ＋２３７

•　先端材料、ＮＶＣ他　 ＋２００
•　ＴＣ－３　　　　　　　　　＋　６０
•　販売価格ｱｯﾌﾟ、
　 原料価格ｱｯﾌﾟ等　　 －　８８
合計　　　　　　　　　　　 ＋１７２
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セグメント別売上高推移

億円
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2,000

1,188
1,201

1,340476
479

480
587

631
710

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

03/3月期　　　 04/3月期　 05/3月期　

新事業その他

医薬・医療

住宅・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

情報・通信機材

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｹﾐｶﾙ

繊維

（見通し）

早期に達成

10,330
10,885

11,500
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セグメント別営業利益推移
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繊維事業ｾｸﾞﾒﾝﾄの収益拡大
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05/3月期04/3月期 早期に達成

億円
営業利益の推移

（見通し）

１．基盤事業としてのフルラインの品種展開を継続し、先端
　 材料、NVCを駆使した多様なｿﾘｭｰｼｮﾝ型の高収益ﾋﾞｼﾞﾈ
ｽﾓﾃﾞﾙを構築

(1)“New Value Creator”の推進
　 ・ ワンストップトータルサービス機能の強化により、国内
　　　外大手SPA、ｽﾎﾟｰツﾒｶﾞﾌﾞﾗﾝﾄﾞ等との取り組み拡大
(2)先端材料の拡大
・天然物由来新規繊維（３ＧＴ繊維、ポリ乳酸繊維等）、　
　　　高機能繊維（ＰＰＳ繊維、フッ素繊維）、ﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰなど
(3)品種別利益改善の徹底

２．世界ﾅﾝﾊﾞｰOne事業群の強化、中国事業の強化により、
　 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな事業基盤を更に強化
　

(1)世界ﾅﾝﾊﾞｰOne事業の拡大・強化
　　 ・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ／綿混織物(T/C)事業の世界戦略の推進
　・ﾏｲｸﾛﾌｧｲﾊﾞｰ（人工皮革）事業の高収益体質維持
　　
(2)中国事業の拡大、収益改善
・ＴＦＮＬ：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維高付加価値化（’04～），
ﾅｲﾛﾝ繊維生産（’05～）

・ＴＳＤ ：長繊維織物生産拡大(’04～　750万m/月)
　　　　　　　　ニット新規展開（’05～）
(3)産業用途のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開
　　 ・自動車関連用途＜ｴｱﾊﾞｯｸﾞ、ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ、ｶｰｼｰﾄ（ﾏｲｸﾛ
　　　ﾌｧｲﾊﾞｰ含む）＞の強化、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ生産体制確立

１．基盤事業としてのフルラインの品種展開を継続し、先端
　 材料、NVCを駆使した多様なｿﾘｭｰｼｮﾝ型の高収益ﾋﾞｼﾞﾈ
ｽﾓﾃﾞﾙを構築

(1)“New Value Creator”の推進
　 ・ ワンストップトータルサービス機能の強化により、国内
　　　外大手SPA、ｽﾎﾟｰツﾒｶﾞﾌﾞﾗﾝﾄﾞ等との取り組み拡大
(2)先端材料の拡大
・天然物由来新規繊維（３ＧＴ繊維、ポリ乳酸繊維等）、　
　　　高機能繊維（ＰＰＳ繊維、フッ素繊維）、ﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰなど
(3)品種別利益改善の徹底

２．世界ﾅﾝﾊﾞｰOne事業群の強化、中国事業の強化により、
　 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな事業基盤を更に強化
　

(1)世界ﾅﾝﾊﾞｰOne事業の拡大・強化
　　 ・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ／綿混織物(T/C)事業の世界戦略の推進
　・ﾏｲｸﾛﾌｧｲﾊﾞｰ（人工皮革）事業の高収益体質維持
　　
(2)中国事業の拡大、収益改善
・ＴＦＮＬ：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維高付加価値化（’04～），
ﾅｲﾛﾝ繊維生産（’05～）

・ＴＳＤ ：長繊維織物生産拡大(’04～　750万m/月)
　　　　　　　　ニット新規展開（’05～）
(3)産業用途のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開
　　 ・自動車関連用途＜ｴｱﾊﾞｯｸﾞ、ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ、ｶｰｼｰﾄ（ﾏｲｸﾛ
　　　ﾌｧｲﾊﾞｰ含む）＞の強化、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ生産体制確立

＜事業環境認識＞

・国内衣料用途は、製品輸入の増加は継続
するが、衣料用・産業用とも高機能繊維の
需要は拡大。

・海外では、ｱｼﾞｱ・中国を中心とする繊維貿
易が拡大し、国際的業界再編も加速。
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“New Value Creator”の推進事例（繊維：ｽﾎﾟｰﾂﾒｶﾞﾌﾞﾗﾝﾄﾞ対応）

高機能合繊ﾃｷｽﾀｲﾙの最大ﾕｰｻﾞｰである世界の大手ｽﾎﾟｰﾂﾒｰｶｰに対して、
ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟﾄｰﾀﾙｻｰﾋﾞｽ機能を活かして顧客基点の発想と行動をとるため、専
門組織を香港に立ち上げ、生産・販売ともｸﾞﾛｰﾊﾞﾙに垂直・水平連携を図る。

高機能合繊ﾃｷｽﾀｲﾙの最大ﾕｰｻﾞｰである世界の大手ｽﾎﾟｰﾂﾒｰｶｰに対して、
ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟﾄｰﾀﾙｻｰﾋﾞｽ機能を活かして顧客基点の発想と行動をとるため、専
門組織を香港に立ち上げ、生産・販売ともｸﾞﾛｰﾊﾞﾙに垂直・水平連携を図る。

世界の大手スポーツ
メーカー
合繊テキスタイル最大のユーザー

機能素材＋品質重視→日本
品の強みを最も活かせる顧客

世界の大手スポーツ
メーカー
合繊テキスタイル最大のユーザー

機能素材＋品質重視→日本
品の強みを最も活かせる顧客

大手スポーツメーカー
対応専門組織（香港）

新商品企画・開発
高機能素材対応

縫製再輸出対応

欧州周辺縫製ＱＲ対応

ＡＳＥＡＮ縫製拠点対応

ＬＴＸ（タイ）

ＴＴＥＬ（英）

ＴＳＤ（中国）

東レ（日本）

ＴＳＤ（中国）

欧州ＨＱ

アジア・大洋州ＨＱ

米州ＨＱ

東レグループ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ機能をフル
に活用したﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ
ﾄｰﾀﾙｻｰﾋﾞｽの提供

顧客の各地ＨＱに
グローバル対応
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ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・ｹﾐｶﾙ事業ｾｸﾞﾒﾝﾄの収益拡大

１．安定収益構造の構築のための事業構造の転換と高付
　　加価値化の推進

(1)“New Value Creator”の推進
・最終製品に要求されるニーズを先取りし、新素材、
複合材料によるｿﾘｭｰｼｮﾝを提案
(2) 先端材料の拡大
・樹脂事業：高付加価値化の推進
自動車用途，環境対応新素材
・ﾌｨﾙﾑ事業：ﾅﾉｱﾛｲ,ﾅﾉ構造制御技術等を活用した
　　　　工業・包装用途新製品
(3)品種別利益改善の徹底
・高採算品種へのシフト
・低採算事業の見直し

２．樹脂事業のｱｼﾞｱ展開、ﾌｨﾙﾑ事業のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｴﾝｼﾞﾆ
ｱﾘﾝｸﾞの推進による事業体質の強化と事業拡大

(1)樹脂事業のｱｼﾞｱでの供給体制整備
・重合拠点の整備
・ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ体制の拡充(中国・ﾀｲ）
(2)ﾌｨﾙﾑ事業世界6拠点の最適組み合わせによる安定
収益体制構築
・ＴＰＡ、ＴＰＥＵの黒字体質の定着と更なる収益向上
・需要増に対応した中国における設備増強
・国内のﾏｻﾞｰ工場化、高付加価値化

１．安定収益構造の構築のための事業構造の転換と高付
　　加価値化の推進

(1)“New Value Creator”の推進
・最終製品に要求されるニーズを先取りし、新素材、
複合材料によるｿﾘｭｰｼｮﾝを提案
(2) 先端材料の拡大
・樹脂事業：高付加価値化の推進
自動車用途，環境対応新素材
・ﾌｨﾙﾑ事業：ﾅﾉｱﾛｲ,ﾅﾉ構造制御技術等を活用した
　　　　工業・包装用途新製品
(3)品種別利益改善の徹底
・高採算品種へのシフト
・低採算事業の見直し

２．樹脂事業のｱｼﾞｱ展開、ﾌｨﾙﾑ事業のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｴﾝｼﾞﾆ
ｱﾘﾝｸﾞの推進による事業体質の強化と事業拡大

(1)樹脂事業のｱｼﾞｱでの供給体制整備
・重合拠点の整備
・ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ体制の拡充(中国・ﾀｲ）
(2)ﾌｨﾙﾑ事業世界6拠点の最適組み合わせによる安定
収益体制構築
・ＴＰＡ、ＴＰＥＵの黒字体質の定着と更なる収益向上
・需要増に対応した中国における設備増強
・国内のﾏｻﾞｰ工場化、高付加価値化

＜事業環境認識＞

・樹脂の世界需要は、世界的な自動車生産、
電気機器生産の増加により、今後も安定的
に成長。

・工業・包装材料用ﾌｨﾙﾑの世界需要は安定的
　に成長し、中国を中心としたｱｼﾞｱでの需要は
　生活水準の向上により高水準で推移。ただし、
　競争激化により汎用品の価格は低下。　
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05/3月期04/3月期 早期に達成

億円 営業利益の推移

（見通し）
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樹脂事業の事業拠点

千葉工場

コ ンパウ ン ド

東洋ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ精工

愛媛工場

名古屋工場

東海工場

重　合 PNR社

TPM社

KTP社

LIBI社 TREC社

TTS社

SMPC社

TDG社

精　密　成　形

RKZ社

STPS社

PSP社
TBPR社

PBT
60,000t/y

(2006初～）

PET
75,000t/y

ABS
220,000t/y

(2005) +20,000t

POM
25,000t/y

TPRC社
PET

100,000t/y

PＢT
22,000t/y

ABS
72,000t/y

ナイロン
54,000t/y

PPS
6,000t/y

•TBPR: 東レBASF・PBTﾚｼﾞﾝ社（BASFとの合弁，出資比率50%)
•KTP: KTP Industries (ｺｰﾛﾝとの合弁，出資比率４２％）
•PNR: PETNESIA RESINDO（三井化学との合弁、出資比率４４．４％）
•TPRC: Thai PET Resin （三井化学との合弁，出資比率４０％）
•SMPC:上海三井複合塑料（三井物産、三井化学等との合弁，出資比率１６．７％）
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ＰＥＴﾌｨﾙﾑのｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

品種補完

PFR社PFR社

TPEu社TPEu社

YTP社YTP社

TSI社TSI社

TPA社TPA社

東レ東レ

包材・工材厚物
工材他

包材・工材厚物
工材薄物

磁材、包材

磁材、包材

工材厚物

TTR, DFR

包材、工材厚物

TTR: Thermal Transfer Ribbon
DFR: Dry Film Resist

北米向け付加
価値包工材用途
の拡大

欧州向け付加価値
包工材用途の拡大

中国市場対応
設備増強

磁材から包工材
用途への転換
韓国内ｼｪｱ拡大

汎用品ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ生産拠点
準汎用分野への転換

高付加価値・
戦略用途の拡大

包材

PETﾌｨﾙﾑの設備能力シェア（当社推計）

東レ
Ｇ

帝人/　　
デュポン
Ｇ

三菱化学
Ｇ

その他

311,000t/y
ｼｪｱ：約20％

合計
約１５０万t/y

設備能力：30,000t/y

設備能力：21,000t/y

設備能力：90,000t/y

設備能力：90,000t/y

設備能力：30,000t/y
設備能力：50,000t/y

ＳＫＣ
Ｇ
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情報・通信機材事業ｾｸﾞﾒﾝﾄの収益拡大

＜事業環境認識＞

・電子情報産業は、ﾊﾟｿｺﾝ、携帯電話の継続的拡大とﾃﾞｼﾞﾀﾙ家電の急激な拡大が予想される。　
　とりわけ電子部材（半導体，回路基板部品，FPD等）は、年率12%と高成長が見込まれる。

・地域的には、中国、台湾、韓国市場が大きく拡大する。
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億円 営業利益の推移
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億円 売上高の推移
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情報・通信機材事業拡大への取り組み

＜最近の取り組み＞

０４年３月 液晶ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰ関連事業（ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰ、ｽﾘｯﾄｺｰﾀｰ、ﾍﾟｰｽﾄ材料）
における三星Ｇとの長期的かつ包括的な提携。

０４年４月 情報・通信機材事業の拡大をより強力に推進するため、
ＩＴ事業ＳＢＵ（Strategic Business Unit) を設置し、横断的な

取り組みをｽﾀｰﾄ。

０４年５月 技術ｾﾝﾀｰ 新事業開発部門内に、「事業化推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」
を設置し、新規先端材料事業について、生販技研一体となり、
早期事業化を目指す。

新規先端材料事例

事業分類

導電性ペースト

感光性ハイブリッド材料

ＣＭＰ研磨パッド

次世代フィルム回路基板材料回路・半導体
材料

有機ＥＬ材料

ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰ材料

先端フィルム加工品ディスプレイ
材料

CMP: Chemical Mechanical Polishing
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液晶用ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰ関連事業

•液晶用ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰは中・小型分野へ集中
•ﾊﾟﾈﾙﾒｰｶｰの内製化戦略に対応して、大型分野はｽﾘｯﾄｺｰﾀｰ、ﾍﾟｰｽﾄ材料を中心に事業展開

•液晶用ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰは中・小型分野へ集中
•ﾊﾟﾈﾙﾒｰｶｰの内製化戦略に対応して、大型分野はｽﾘｯﾄｺｰﾀｰ、ﾍﾟｰｽﾄ材料を中心に事業展開

<中・小型ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰ市場>
需要動向需要動向 東レのｿﾘｭｰｼｮﾝ東レのｿﾘｭｰｼｮﾝ

TAF (Toray Advanced Color Filter Technology)ｶﾗｰ液晶携帯電話
需要の増加

Data: Techno System Research

屋内でも屋外でも見易い東レ
独自の技術

世界のｶﾗｰ携帯電話
用途でシェアNo.1

東レ

Small Size Color LCD Market

78%
72%

62%

48%

24%

13%

82%

0

100

200

300

400

500

600

700

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

Million
Units/Year

Others

Cell Phone

Color Ratio

<大型ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰ市場>

液晶ﾊﾟﾈﾙﾒｰｶｰの動向液晶ﾊﾟﾈﾙﾒｰｶｰの動向 東レのｿﾘｭｰｼｮﾝ東レのｿﾘｭｰｼｮﾝ

ｶﾞﾗｽ基板の大型化
(5G, 6G, 7G…)

ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰの自社工場
内製化

ﾍﾟｰｽﾄ材料 (樹脂ﾌﾞﾗｯｸﾏﾄﾘｸｽ,
顔料分散ﾚｼﾞｽﾄ)

ﾍﾟｰｽﾄ塗布装置(ｽﾘｯﾄｺｰﾀｰ)
東レは自社でｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰを製造している唯
一の装置ﾒｰｶｰ. （製造は東レｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）

ｽﾘｯﾄｺｰﾀｰで
世界シェアNo.1

第7世代ｽﾘｯﾄｺｰﾀｰ

+

ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰ、ｽﾘｯﾄｺｰﾀｰ、ﾍﾟｰｽﾄ材料の三本柱で液晶事業を拡大ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰ、ｽﾘｯﾄｺｰﾀｰ、ﾍﾟｰｽﾄ材料の三本柱で液晶事業を拡大
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次世代フィルム回路基板事業

微細な配線形成技術と、ポリイミドフィルムの寸法変化を抑制する新たな技術とを組
み合わせることにより、配線ピッチを２５μｍとすることを可能にした。顧客からの引
き合いも多く、２００５年の実用化を目指す。

微細な配線形成技術と、ポリイミドフィルムの寸法変化を抑制する新たな技術とを組
み合わせることにより、配線ピッチを２５μｍとすることを可能にした。顧客からの引
き合いも多く、２００５年の実用化を目指す。

現行技術

次世代技術

45　　40　　　 35        25        10ﾋﾟｯﾁ（ μm ）

’00　’ 01 ’02 ’03 ’04 ’05       ’10年

限界

次世代パターン加工技術次世代パターン加工技術

ＬＣＤ駆動ＩＣ接続 ピッチのトレンド

IC接続部 25μm ピッチ

現行技術の限
界は３０μｍ

試作回路 試作回路（拡大写真）

携帯電話を初めとした液晶機器の高性能化
（携帯電話やＰＤＡで、ハイビジョン並の高画質の映像を楽しむことも可能）

携帯電話を初めとした液晶機器の高性能化
（携帯電話やＰＤＡで、ハイビジョン並の高画質の映像を楽しむことも可能）
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住宅・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ事業ｾｸﾞﾒﾝﾄの収益拡大

＜事業環境認識＞

・水市場は世界的な水不足により需要拡大
・ＲO膜市場は5%成長、特に中東は高成長
・ＭＦ/ＵＦ膜市場は上下水用途で10%超の成長。

・建設・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ市場は、IT産業を中心に設
備投資の増加が見込めるものの、激しい受注
競争は継続する。

・ﾏﾝｼｮﾝ市場は、大都市中心部は底堅い需要が
あるが郊外物件は低迷するなど二極化進む。
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１．水処理事業

　(1)海外販売体制の充実・拡大による膜事業の
　　　拡大　－　中東，中国に駐在員を設置
　(2)国内外におけるｱﾗｲｱﾝｽによるｼｽﾃﾑﾌﾟﾗﾝﾄ事業
　の展開。

　将来構想：10年後に、売上高1,500億円超の総合　
　水関連事業グループ構築を目指す。

２．建設・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ関連事業

　(1)プロジェクト別利益管理の徹底
　(2)営業力の強化
・組織的営業による受注増加
　(3)新規開発技術の導入による新規ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞの
　　　早期事業化
　(4)ﾌﾟﾛｾｽﾉｳﾊｳ付き設備売りの強化

１．水処理事業

　(1)海外販売体制の充実・拡大による膜事業の
　　　拡大　－　中東，中国に駐在員を設置
　(2)国内外におけるｱﾗｲｱﾝｽによるｼｽﾃﾑﾌﾟﾗﾝﾄ事業
　の展開。

　将来構想：10年後に、売上高1,500億円超の総合　
　水関連事業グループ構築を目指す。

２．建設・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ関連事業

　(1)プロジェクト別利益管理の徹底
　(2)営業力の強化
・組織的営業による受注増加
　(3)新規開発技術の導入による新規ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞの
　　　早期事業化
　(4)ﾌﾟﾛｾｽﾉｳﾊｳ付き設備売りの強化

億円

05/3月期04/3月期 早期に達成
（見通し）

営業利益の推移
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ＲＯ膜プラントの例



46

医薬・医療事業ｾｸﾞﾒﾝﾄの収益拡大
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１．医薬事業
(1)新規止痒薬TRK-820（藤沢薬品と共同開発）
　欧州での承認取得と日米での治験の着実な実行
(2)新規鎮痛薬TRK-091（日本新薬と共同）治験
　 の着実な実行
(3)“ﾌエﾛﾝ”、“ﾄﾞﾙﾅｰ” 効能追加、新剤型などに
　 よる拡大
(4)新薬創出、CAＤＤ、ｺﾝﾋﾞｹﾑ、ＨＴＳ（ﾊｲｽﾙｰﾌﾟｯﾄ　　
　　ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ）をﾒﾃﾞｨｼﾅﾙｹﾐｽﾄﾘｰに融合させた
　　ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ新薬（血液・循環、神経、炎症分野）開発
　　の推進
(5)先端融合研と医薬研の連携によるDDS、細胞医　
　　療、ｹﾞﾉﾑ・ﾌﾟﾛﾃｵｰﾑの取り組み推進

２．医療事業
(1)次世代“ﾄﾚｽﾙﾎﾝ”投入による事業拡大
(2)ﾀﾞｲｱﾗｲｻﾞｰ、透析機器、血液回路を保有する独
　自の総合力を活かした事業拡大
(3)救急集中治療カラムの事業拡大

将来構想：医薬・医療事業ｾｸﾞﾒﾝﾄの合計で、2010年
近傍には1,500億円の売上高を目指す。

１．医薬事業
(1)新規止痒薬TRK-820（藤沢薬品と共同開発）
　欧州での承認取得と日米での治験の着実な実行
(2)新規鎮痛薬TRK-091（日本新薬と共同）治験
　 の着実な実行
(3)“ﾌエﾛﾝ”、“ﾄﾞﾙﾅｰ” 効能追加、新剤型などに
　 よる拡大
(4)新薬創出、CAＤＤ、ｺﾝﾋﾞｹﾑ、ＨＴＳ（ﾊｲｽﾙｰﾌﾟｯﾄ　　
　　ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ）をﾒﾃﾞｨｼﾅﾙｹﾐｽﾄﾘｰに融合させた
　　ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ新薬（血液・循環、神経、炎症分野）開発
　　の推進
(5)先端融合研と医薬研の連携によるDDS、細胞医　
　　療、ｹﾞﾉﾑ・ﾌﾟﾛﾃｵｰﾑの取り組み推進

２．医療事業
(1)次世代“ﾄﾚｽﾙﾎﾝ”投入による事業拡大
(2)ﾀﾞｲｱﾗｲｻﾞｰ、透析機器、血液回路を保有する独
　自の総合力を活かした事業拡大
(3)救急集中治療カラムの事業拡大

将来構想：医薬・医療事業ｾｸﾞﾒﾝﾄの合計で、2010年
近傍には1,500億円の売上高を目指す。

億円

05/3月期04/3月期 早期に達成
（見通し）

営業利益の推移

＜事業環境認識＞
・医薬事業は、新薬開発競争が激化し、製
薬企業は再編による大規模製薬企業と得意
分野に集中したスペシャルティー・ファーマ
に２極化する方向にある。
・ダイアライザーの需要は、透析患者数の増
加に伴い、国内では４％/年、海外では７％/
年の伸びが見込まれる。
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創薬のコンセプト

重点疾患

そう痒、疼痛、頻尿、腎障害、
喘息・アレルギー、血小板症
癌、糖尿病　　

材料・バイオ技術材料・バイオ技術

疾患関連遺伝子疾患関連遺伝子

革新医療革新医療

ゲノム創薬ゲノム創薬

先端融合研
新薬探索

ＴＲＫ８２０ＴＲＫ８２０

ＴＲＫ０９１ＴＲＫ０９１

一般的
痛み・痒み
への
事業拡大

“フエロン”“フエロン”

“ドルナー”“ドルナー”

適応拡大 新薬開発

周辺領域
新規領域
への
事業拡大

（開発品）（製品）

プロテオーム解析プロテオーム解析

疾患関連蛋白疾患関連蛋白

革新新薬
の創出

重点疾患で
新薬探索

ＤＤＳ

先端融合研
との共同など

ＤＤＳ技術ＤＤＳ技術

重点分野

神経・炎症神経・炎症 血液・循環血液・循環

基盤技術

ﾒﾃﾞｨｼﾅﾙｹﾐｽﾄﾘｰ

ＣＡＤＤ

ゲノム・蛋白分析

連携

製薬会社

ライブラリー導入

標的蛋白同定

特色あるグローバルニッチ製品群を構築

“ﾌｴﾛﾝ”：天然型ｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝβ製剤
“ﾄﾞﾙﾅｰ”：経口ﾌﾟﾛｽﾀｻｲｸﾘﾝ誘導体製剤

ＴＲＫ－８２０：新規止痒薬
ＴＲＫ－０９１：新規中等度鎮痛薬

ＤＤＳ：Drug Delivery System
ＣＡＤＤ：Computer-Aided Drug Design
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新事業その他ｾｸﾞﾒﾝﾄの収益拡大

36
55
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100

40
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100

150

その他新事業

複合材料

05/3月期04/3月期 早期に達成

１．世界No.1の炭素繊維ﾒｰｶｰとして、本格的需要拡大に対
応したｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな事業拡大を目指す

(1)産業用途の拡販
　・圧力容器，風力発電，土木建築，自動車等産業用途　
　　　を拡大
　・ＳＯＦＩＣＡＲ増設分の拡販（1,800t/年，‘04年操業開始)

(2)航空機用途の拡販
　・ｴｱﾊﾞｽA３８０向け炭素繊維（‘04年～）
　・ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ７Ｅ７向けﾌﾟﾘﾌﾟﾚｸﾞ
　・ＳＯＦＩＣＡＲ増設分の拡販（1,800t/年，‘04年操業開始)
　・ＣＦＡ増設分の拡販(1.800t/年，’06年操業開始) 

２．増強された炭素繊維事業をﾍﾞｰｽに、川上・川中・川下の
ﾊﾞ ﾗﾝｽの取れた事業展開により、更なる付加価値の取り
込みを目指す　　

(1)川中事業の拡充
　　 ・ｽﾎﾟｰﾂ用ﾌﾟﾘﾌﾟﾚｸﾞの高付加価値化
　　 ・産業用織物、土木・建築用織物等の拡大

(2)川下事業の拡大
　　 ・ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ製品（成型品）の事業拡大
　　　 (自動車用途、土木・建築用途等）
　　 ・ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ開発ｾﾝﾀｰ設置による開発機能の強化

１．世界No.1の炭素繊維ﾒｰｶｰとして、本格的需要拡大に対
応したｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな事業拡大を目指す

(1)産業用途の拡販
　・圧力容器，風力発電，土木建築，自動車等産業用途　
　　　を拡大
　・ＳＯＦＩＣＡＲ増設分の拡販（1,800t/年，‘04年操業開始)

(2)航空機用途の拡販
　・ｴｱﾊﾞｽA３８０向け炭素繊維（‘04年～）
　・ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ７Ｅ７向けﾌﾟﾘﾌﾟﾚｸﾞ
　・ＳＯＦＩＣＡＲ増設分の拡販（1,800t/年，‘04年操業開始)
　・ＣＦＡ増設分の拡販(1.800t/年，’06年操業開始) 

２．増強された炭素繊維事業をﾍﾞｰｽに、川上・川中・川下の
ﾊﾞ ﾗﾝｽの取れた事業展開により、更なる付加価値の取り
込みを目指す　　

(1)川中事業の拡充
　　 ・ｽﾎﾟｰﾂ用ﾌﾟﾘﾌﾟﾚｸﾞの高付加価値化
　　 ・産業用織物、土木・建築用織物等の拡大

(2)川下事業の拡大
　　 ・ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ製品（成型品）の事業拡大
　　　 (自動車用途、土木・建築用途等）
　　 ・ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ開発ｾﾝﾀｰ設置による開発機能の強化

億円

事業環境認識（炭素繊維複合材料事業）

・産業用途需要が欧州・ｱｼﾞｱを中心に着
実に伸張し、需給の改善が進捗する。

・産業用途、新型航空機用途など、本格　
　的需要拡大期が訪れる。

営業利益の推移

（見通し）

59

80

140
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ＰＡＮ系炭素繊維の需要見通し（ﾗｰｼﾞﾄｳ含む当社推定）

0

10,000

20,000

30,000

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

t

産業

航空・宇宙

スポーツ

東レグループ・ＰＡＮ系炭素繊維生産能力（年産）

＜2004年5月＞　　＜2004年8月＞ 　＜2006年初め＞
日本（愛媛工場）　　４,７００トン　　４,７００トン　 　４,７００トン
フランス(SOFICAR社)　　８００トン　 ２,６００トン　 ２,６００トン
アメリカ（ＣＦＡ社）１,８００トン　　１,８００トン　 　３,６００トン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

グループ計　　　　 ７,３００トン　　９,１００トン １０,９００トン

東レグループ・ＰＡＮ系炭素繊維生産能力（年産）

＜2004年5月＞　　＜2004年8月＞ 　＜2006年初め＞
日本（愛媛工場）　　４,７００トン　　４,７００トン　 　４,７００トン
フランス(SOFICAR社)　　８００トン　 ２,６００トン　 ２,６００トン
アメリカ（ＣＦＡ社）１,８００トン　　１,８００トン　 　３,６００トン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

グループ計　　　　 ７,３００トン　　９,１００トン １０,９００トン

炭素繊維複合材料事業の強化・拡大

最適立地での
投資で更なる
拡大へ

PAN系炭素繊維の設備能力シェア
（ﾗｰｼﾞﾄｳ除く、ﾃﾞｰﾀ：日本化学繊維協会）

＜２００４年５月＞

東レＧ

東邦ﾃﾅ
ｯｸｽＧ

三菱レＧ

その他

ｼｪｱ：
約３２％

東レＧ

東邦ﾃﾅ
ｯｸｽＧ

＜２００６年初め＞

ｼｪｱ：
約４１％

三菱レＧ

その他

合計
２６，６００ﾄﾝ

合計
２３，０００ﾄﾝ
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炭素繊維複合材料需要の拡大

新型航空機のＣＦＲＰ化比率の向上で、航空機用途の需要が今後急速に
拡大する

新型航空機のＣＦＲＰ化比率の向上で、航空機用途の需要が今後急速に
拡大する

Toray’s CF Prepreg was 
selected as a primary 
structure material

7E7 (Launch in 2008)Boeing 777

Airbus A340-500/600 A380 (Launch in 2006)

New 737

Expansion of 
New Applications

Replaced all 
structure materials 
to composite 
materials

構造材の
複合材化進展

一次構造材として唯一
当社プリプレグ採用

7E7 （2008年就航予定）ボーイング社（Ｂ社）　777

エアバス社（Ａ社）　A340-500/600 A380（2006年就航予定）

当社炭素繊維を採用 一次構造材への
大量適用

今後の新開
発機種への
更なる
複合材適用
拡大へ

約20 ton (推定)約23 ton (推定)約7 ton1 ton (B767)１機当たりCF使用量

B 7E7A380

約35 ton (推定)

一次構造材，

二次構造材

2006 200819951982就航年

一次構造材，

二次構造材

約30 ton (推定)約10 ton1.5 ton (B767)１機当たりCFＲＰ使用量

一次構造材，

二次構造材
二次構造材構造材種

B 777B 767, etc.機種
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ＮＴ－Ⅱのまとめ

連結営業利益1,000億円の早期達成

　１．意識改革、企業体質強化、経営形態の改革の推進

　２．事業構造改革による事業拡大・収益拡大

　　　（１）先端材料事業の拡大

　　　（２）ナンバーOne事業の拡大・強化

　　　（３）海外事業の拡大

　３．積極的かつ効率的な設備投資と財務体質強化の両立

　４．ＣＳＲの強化・推進

ＮＴ－ⅡＮＴ－ⅡＮＴ－Ⅱ

グローバルな高収益企業グループへの飛躍グローバルな高収益企業グループへの飛躍グローバルな高収益企業グループへの飛躍
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本資料中の２００５年３月期業績見通し・
事業計画、並びに中期経営課題におけ
る予想・事業計画についての記述は、
現時点における将来の経済環境予想
等の仮定に基づいています。

本資料において当社の将来の業績を保
証するものではありません。
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